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ハルザキヤマガラシ
その他の総合対策外来種

越年草～短命な多年草。強い繫殖力で河原や荒れ地、田んぼの畔
や畑などで猛烈に増えるため、在来種の生息環境を奪います。日
本の侵略的外来種ワースト100に選ばれています。

アメリカオニアザミ
その他の総合対策外来種

切れ込みのある濃い緑色の葉が
つきます。

菜の花によく似た花をつけます。
ただし全体的に菜の花より小さ
いです

冬から春のロゼットの姿なら軍
手などの手袋で抜くことができ
ます。しかし夏場の大株は棘が
固く大きいため抜き取りが大変
困難です。作業時は皮の手袋を
着用するなど、安全対策を万全
にして行いましょう。
タンポポのような綿毛をつけて
広範囲に種を飛ばすため、花を
咲かせないことが重要です。

１年目から花を咲かせるため、見
つけ次第駆除します。2年目の株
は2ｍを超えることもあります。

冬から早春の姿（ロゼット）。株が
小さく、棘も柔らかいので、この時
期の抜き取りが最も効率的です。

越冬

高さ100～150cmくらいになる２年草。鋭い棘と強い繁殖力を持ち、
在来植物を駆逐したり、人や動物にケガを負わせることがあります。

結実

駆除に適した時期

越冬

・冬から春に根からの抜き取るのが効果的
です

・２年草のため、つぼみを摘み続けるだけで
も増殖抑制効果はあります。

駆除のポイント！

結実

開花

駆除に適した
時期・結実前に刈取りを繰り返すことも効果的

・根茎からも増殖するため、抜き取りが効果的

駆除のポイント！

種子生産能力が高く、1株から
10万個以上の種子が作られる
こともあります。
そのため、一度種がこぼれると、
抜き取っても何度も発芽を繰り
返します。根気強く取り続けるこ
とと、花が咲く前に対処すること
が大切です。

冬場はロゼット
状のため駆除が

簡単です

花を拡大

開花 冬場はロゼット
状のため駆除が

簡単です

発
芽

発
芽

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える
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ハリエンジュ
産業管理外来種

高さ25ｍほどになる落葉高木。河原や河畔林などで生育し、高
い成長力で高木になるため、日陰を作り他の在来植物の生長を
阻害します。別名ニセアカシア。

ニワウルシ
重点対策外来種

幹に棘がありますので、駆除の際
にはケガをしないように革の手袋
などを着用しましょう

5月頃に白い花を大量に咲かせ
ます。養蜂農家にとっては大切な
蜜源になっています

2年目以降は木になるため、抜
き取り不可能になります。まずは
小さなうちに若芽を抜くことが
大切です。木になったものは切
り倒した後に何度も生えてくる
ひこばえを刈取りする必要があ
ります。
風に舞う種を付け、広範囲に種
を飛ばします。種を付けさせな
いことも重要です。2、3年で2ｍを超えるほど大きく

なります。

4月に発芽したばかりの株。小さ
いため、この時期の抜き取りが最
も効率的です。

高さ10～25ｍ位になる落葉高木。非常に速い成長速度と刈り取られて
も根から再生する生命力を持ち、瞬く間に大きくなり日陰を作り在来植
物の生長を阻害します。河川敷、道路脇、畑などどこでもよく育ちます。

結実 越冬

・小さなうちの抜き取りが効果的
・大木になると駆除は困難なので、刈り続け
て大きくしないことが大切です。

駆除のポイント！

結
実

開
花

駆除
に適
した
時期

・3～4月頃に発芽するため小さいうちの抜き
取りが効果的です。（2年目以降の株は簡単に抜
き取りできません）

・大木になると駆除は困難なので、刈り続け
て大きくしないことが大切です。

駆除のポイント！

成長速度が早く数年で高木にな
ります。見つけ次第駆除すること
が大切です。
地下で伸びた根の先からも萌芽
しますので、ある程度の大きさ
の木を伐採した場合は、切り株
のまわりのひこばえだけでなく、
周辺から生える木にも注意が必
要です。

発
芽

駆除に適
した時期

越冬

発
芽
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ヘラオオバコ
様々な環境で生育できる多年草。葉はすべて根生で短い波状の
鋸葉があります。どのような環境でもよく育つため、元々その場
にあった在来植物を圧迫します。

ビロードモウズイカ

葉面には無毛のものから、まばら
な毛があるものがあります。

花茎は高さ70ｃｍほどの高さに
なるものもあります。

種子の発芽保持能力が高く、
100年前の種子から発芽した記
録があります。
そのため、抜き取っても何度も
埋土種子から発芽が繰り返され
ます。

1年目は小さな姿ですが、2年目
は大きくなり草丈2ｍを超えるこ
ともあります。

冬から早春の姿。株が小さいため、
この時期の抜き取りが最も効率的
です。

越冬

工事後の裸地や荒れ地などに先駆植物として生育することが多い２年草。
道路脇などにもよく生育しており、在来種と競合して減少させることが
あります。

開花

結実

駆除に適した時期

越冬

・根からの抜き取りが効果的だが、刈取りで
も一定の効果あり

・冬場は株が小さいため、抜き取りが容易

駆除のポイント！

結実

開花

駆除に適した
時期 ・結実前に刈取りを繰り返すことでも効果あり

・根から再生するため、抜き取りが最も効果的

駆除のポイント！

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える

冬場はロゼット
状のため駆除が

簡単です
結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える
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ナヨクサフジ
産業管理外来種

つる性の一年草。150～２00㎝ほどに伸びて周辺の植物に覆い
かぶさります。河原周辺や、田んぼ、畑などで大繁殖し、在来種を
駆逐することがあります。

ナガミヒナゲシ

発芽後一気に草丈が伸びて周辺植物に覆いかぶさります。大きくなった
株は蔓が草刈り機にからまったりして駆除が大変なので、株が小さいう
ちに早めの駆除を行うことが大切です。

1つの花から1500粒ほどの種子
ができます。1株で100個以上の
花を咲かす株もありますので、花
が種子に代わる前の早めの駆除
が大切です。
秋に発芽して冬越するものと、早
春に発芽する2種類があります。
いずれも4月から５月初旬の株が
小さいうちの駆除が効果的です。
なお、草汁に触れるとかぶれるこ
とがあります。必ず手袋をして作
業しましょう。

数センチレベルの小さな株でも蕾
がつきます。

1株から多くの種をこぼし、翌年に
は群落を作ることもあります。

高さ10～60㎝位になる1年草。強い繁殖力を持ち、多くの種を付けま
す。群落を作ることがあり、アレロパシーもあるため在来植物と競合して
駆逐してしまいます。

駆除に適した時期

越冬

・冬から春は株が小さいため抜き取りが効果
的です

・株が短命のため、つぼみを摘み続けるだけ
でも増殖抑制効果はあります。

駆除のポイント！

結実

開花

駆除
に適
した
時期

・3月から4月頃に発芽するため小さいうちの抜き
取りが効果的です。

駆除のポイント！

左がナヨクサフジ、上が在来種
のクサフジ。クサフジより紫色の
濃い花を付けます。

発
芽

発芽
開花

結実

発
芽

芥子坊主を拡大

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える
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ヨウシュヤマゴボウ
高さ100～200㎝となる多年草。6月～9月に白～ピンク色の花
が垂れ下がるように咲きます。茎が紅色を帯びます。秋になると１
ｃｍ 程度の果実をブドウのように実らせます。

セイタカアワダチソウ
重点対策外来種

発芽して間もない株であれば手で
抜き取ることができます。（5月初
旬の株）

紫色の実がなります。素手で触る
と紫色になります。有毒なので、
触った手で口や目に触らないよ
うにしましょう。

種子寿命は短く埋土種子にはなりにくいですが、
根茎が長く地上部の駆除だけでは再生してしま
います。
冬場に根を掘り上げたり、生えていた周辺一帯を
耕起すると根を死滅させることができるため、数
を減らすことが容易にできます。駆除するために
は種を落とさせないための刈取りと、冬場の耕
起を組み合わせることが大切です。

その他の植物が生育できないく
らい密な群落を形成します。

高さ50～300ｃｍになる多年草で、河川敷や田畑の土手、河川敷、土
の駐車場などで生育する。日本の侵略的外来種ワースト100の一つ。地
下茎で増え在来種と競合して減少させます。

開花

結実

駆除に適した時期

越冬

・刈取りよりも根からの抜き取りが効果的
・根茎までしっかりと駆除する必要がある
・冬場に生えている場所を耕起すると根を
死滅させることが出来る

駆除のポイント！

結実

開花

駆除に適した
時期 ・株が小さいため抜き取りが容易です。

・果実は鳥が食べて種を遠くへ運ぶため、開花ま
でに刈取り結実させないことが大切です。

駆除のポイント！

ゴボウとついていますが、根には
強い毒があり食べられません。駆
除の際もできるだけ素手で触ら
ないよう注意しましょう。

発
芽

ヨウシュヤマゴボウ
の実

ヨウシュヤマゴボウ
の花

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える
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オオブタクサ
重点対策外来種

300ｃｍほどの高さに成長する１年草。多毛で分岐して大きな株
になる上、群生するため在来植物の生育を阻害します。桑の葉に
似た葉がつきますが、桑と異なり葉の両面がざらついています。

バラモンギク

（キバナザキバラモンジン）

梅雨時期前は株が小さいため容
易に抜き取りできます。

夏場に一気に大きくなります。穂
から出る花粉は花粉症の原因に
もなります。

近縁種で見た目がそっくりのバ
ラモンジンと呼ばれる植物もあ
ります。花の色が青いため見分
けがつきます。松本近郊ではあ
まり見かけませんが、見つけたら
駆除をお願いします。

大株になるとたくさんの蕾をつけ
ます。綿毛になる前に早めに抜き
取りましょう

開花後はタンポポのような綿毛を
つけて広範囲に種子を飛ばします。
（周辺の紫色の花はナヨクサフジ）

高さ50～70ｃｍくらいになる2年草。松本市では畑や田などの土手の
他、道路脇などにもよく見られます。在来種への影響はまだ不明ですが、
近年急速に増加しているため注意したい外来種です。

駆除に
適した
時期

越冬

・根からの抜き取りが効果的
・春先は株が小さいため、抜き取りが容易

駆除のポイント！

結実

出穂

駆除に適
した時期 ・結実前に刈取りを繰り返すことで効果あり

・株が小さいうちの駆除が効果的

駆除のポイント！

開花

結実

発
芽

発
芽

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える

結実後は種子飛散防止に
注意する。飛散防止が
困難な場合駆除は控える

更新 令和６年7月2５日


